


























































































































































































































































































































































































る部分は少ない。また 尾崎 の場合、士燮を中心に周辺勢力との外交交渉や交州の州へ 格上げ 背景 つい 主に論じ おり、重要な指
摘




















































































































支配してい ため、 「朝鮮史」か「中国史」いずれに帰属すべきかという論争に発展したことは言うまでも無い。中国・韓国および 朝鮮
政































の場としる「境界人」たち 境界 両側 性格を兼ね備え、双方をつ







































































山内晉卿「 『牟子』に就て」 （ 『六条学報』九一、一九〇九年）参照。
注５















































































































































燮少游學京師、事潁川劉子奇、治『左氏春秋』 。察孝廉、補尚書郞、公事免官。父賜喪闋後、擧茂才、除巫令、遷交阯太守。燮、少くして に游學し、潁川の劉子奇に事え、 『左氏春秋』を治む。孝廉に察せられ、尚書郞に補せらるも、公事もて免官せらる。父賜の喪が闋りし後、茂才 擧げられ 巫令に除せられ、交阯太守に遷せらる。『三国志』士燮伝によれば、士燮は洛陽にて劉陶（字は子奇）に師事し、 『春秋左氏伝』などの学問を身につけた後、尚書郎→免官→巫県令
→交阯太守というルートで昇進している。〔史料２〕 『後漢書』巻五七劉陶列伝
陶字子奇、一名偉、潁川定陵人、濟北貞王渤之後。……陶明『尚書』 ・ 『春秋』 爲之訓詁。推三家『尚書』及古文、是正文字七百餘事、名
曰
『中文尚書』 。……方詔陶次第『春秋條例』 。陶、字は子奇、一名は偉、潁川定陵の人、濟北貞王渤の後なり。……陶、 『尚書』 ・ 『春秋』に明るく 之が訓詁を爲す。三家の『尚書』及
び






























































して禁ずる能わず」とあり、交阯刺史部の刺史・太守はみな「輭弱」 、すなわち無能 反乱を防げなかったとあるが、士燮に「輭弱」という評判は見られないため、光和年間に士燮が 阯太守に就任したとは考えられない。③『後漢書』巻三一賈琮列伝に見える中平元年（一八四）の「 屯兵
」による反乱は、 「太守が貪悪であったため」発生したも であるが
、
士燮自身には「貪悪」の評判は見られないので、中平元年以前に士燮が交阯太守に就任したとは考えられない。④賈琮は、中平元年に赴任するやすぐに「書を移して告示」し、 「良吏を簡選し諸縣を試守せし」め （賈琮列伝） 。この「簡選良吏」
は



















































































































































































うに、交阯刺史の消失という事件 嶺南全体を大きく震撼させたものであることが かる。おそらくは反乱の際に三郡 太守は殺害されたか
逃




は、彼らに対し常にその利用価値を模索していたと思われ 。そして、朱符 失脚後、士氏政権 支配領域は南シナ海沿岸の四郡 まで広
り、


















































































































































































祭肜の他に県令から郡太守へ就任する事例 して、次 ような記 が挙げられる。
衞颯字子産……建武二年、辟大司徒鄧禹府。舉能案劇、除侍御史
襄城令。政有名迹、遷桂陽太守。 『後漢書』巻七六循吏列伝
衞颯、字は 大司徒鄧禹の に辟さるる 能く案劇に
舉げられ、侍御史、襄城令に除せらる。政名迹有りて、桂陽太守に
























稱の起源に就て」 （ 『東洋学研究』一 一九四三年）など 参照。注
士壱が司徒掾として赴任したことについては、 『三国志』士燮伝注引『呉書』に、













































































臣聞長老言、秦之時嘗使尉屠睢擊越 又使監祿鑿渠通道。越人逃入深山林叢、不可得攻。留軍屯守空地、曠日持久、士卒勞倦、越出擊之。秦兵大破、乃發適戍以備之。臣（厳助） の言を聞くならく、秦の時嘗て尉屠睢をして越 擊たしめ 又 監祿 して渠を鑿ち道 通ぜしむ。越人 げて深山林叢に入り、攻むるを得可からず。軍を留めて空地 屯守し、日を曠しくして持久し、士卒勞倦し 越出でて之を擊つ。秦兵大いに破れ、乃ち適戍を發して以て之に備う、と。
〔史料５〕 『淮南子』人間訓




















三十 年、諸〻の嘗て せる人・贅壻・賈人を發して陸梁 地を略取し、桂林 郡 南海と爲し、適を以て遣りて戍らしむ。……三十四
ぜいせい
たく


















































發之不順、 者深怨、有背畔之心。秦の民行くを ること、 に往くが如く 謫を以て之を するに因りて、名づけて謫戍と曰う。先に吏の謫有るもの及び贅壻・賈人を發し
、
とが





























































書の中で秦が確実に設置した県は、番禺・龍川を除けばほとんど見られず 安易に秦制の継承 見るのは危険と考える。例えば 張栄芳・黄
淼









































































































































































































































































居。其令諸宮館希御幸者勿繕治。太僕減穀 馬 水衡省肉食獸」 。（同年）九月、關東の郡國十一に大水あり、饑え、或人相食み、旁郡 錢穀を轉じて以て相救う。詔して曰く、 「間者、陰陽調わず、黎民
このごろ



















































































































































る。ま 、南越から前漢にかけての地層から 土着漢人支配者層の存在 示 「木槨墓」が発見されていないことから、少なくともこの時期
に


























下をして各〻奉祿を省きて以て之を賑助せしむ。時を同じくして相娶る者二千餘人なり 是の歳、風雨順節し、穀稼豐衍なり。其の子を産みし者、始め 種姓を知る。咸な曰く 「我をし 是の子 有らしむるは、任君なり」と。多 子を名づくるに任と爲す。是に於いて徼外 蠻夷の夜郞等、義を慕いて塞 保ち、延 遂に偵候の戍卒を止め罷む。初め、平帝の時 漢中の錫光、交阯太守と爲り、民夷を敎導 、漸すに
ひた





















































































































に、死亡するもの必ず衆から 。既に敵を禦ぐに足らず 復た更に るに當たりては 此れ心腹 刻割して以て四支 補うと爲す。其れ不可なるの なり。九眞・日南は相去ること千里、其の吏民 發するは
猶お尚お堪えざるが如し。何ぞ況んや乃ち四州の卒を苦しめ、以 萬
里の艱に赴かしむるをや。其れ不可なるの七なり。前中郞將尹就 益州の叛羌を討つ。益州の諺に曰く、 「虜來たるすら尚お可なるも、尹來たれば我を殺さん」と。後に就徴さ て還り、兵を以て刺史張喬に付す。
喬、其の將吏に因りて、旬月の間に、寇虜を破殄す。此れ將を發す
るも無益の效にして、州郡にて任 べきの驗 。宜しく勇略仁惠有りて將帥に任ずる者を選びて、以て刺史 太守と爲し 悉く共に交阯に住まわしむるべし。今、日南は兵單 して穀無く、守 に 足 戰う 又た能わ 。一切其 吏民 徙 て北 かた交阯に依らしめ、事靜まるの後、乃ち命じて本 歸せしむ べし。還りて蠻夷を募り、自ら相攻めしめ 金帛を轉輸 、以 其 資と爲す。能く反間して頭首を致す者有れば、許すに封矦列土の賞を以てす。故の幷州刺史長沙の祝良、性勇決多 。又南陽 張喬、前 益州に在り 破虜の功有り、皆任用すべし。昔、太宗は就 魏尚に加えて雲中守と爲 、哀帝 即けて
龔舍を拜して太山太守と爲す。宜しく即ち良等を拜し、便道より官に


































蓐食、明旦 徑赴賊屯 陽・鴻等自以 固 不復設備 吏士乘鋭、遂大破平之 尚出兵三年 羣寇悉定。七年 封右鄕侯、遷桂陽太守。明年
、
徴還京師。時荊州兵朱蓋等、征戍役久 財賞不贍、忿恚、復作亂、與桂陽賊胡蘭等三千餘人復攻桂陽 郡縣。太守任胤弃城走、賊衆遂至數萬。轉攻零陵、太守陳球固守拒之。於是以尚爲中郞將、將幽・冀・黎 ・烏桓歩騎二萬六千 救球。又與長沙太守抗徐等發諸郡兵 并勢討擊、大破之、斬蘭等首三千五百級 餘賊走蒼梧。延熹五年、長沙・零陵の賊合すること七八千人、將軍を自稱し 桂陽
蒼梧・南海・交阯に入る。交阯刺史及び蒼梧太守、風を望みて逃げ奔













還し、泣涕せざる莫し。尚 人人に慰勞し、深く自ら咎責し、因りて曰く、 「卜陽等の財寶、數世を富ますに足り、諸卿但だ力を幷せざるのみ。亡う所少少なれば、何ぞ意に介するに足 んや」と。衆聞きて咸な憤踊し、尚勑して馬に秣して蓐食せしめ、明旦、徑ちに賊の屯に赴く
。






































反狀、咸言、 「賦斂過重、百姓莫不空單。京師遙遠、告冤無所、民不聊生、故聚爲盜賊」 。琮卽移書告示、各使安 資業、招撫荒散、蠲復傜
役、
誅斬渠帥爲大害者、簡選良吏試守諸縣。歳閒蕩定、百姓以安。巷路爲之
歌曰、 「賈父來晩、使我先反。今見清平 吏不敢飯」 。在事三年、爲
十










































































































































































































































































































)―二世紀の越南―」 （ 『人文科学研究』三三、一九六七年） 、同「徴姉妹の反乱」 （中国古
22














































































































































































なお、 「後漢末」が何時ごろのことを指すのかについ 、 『水経注』巻三六温水条は「初平之亂」 、すなわち初平年間（一九〇～一九三）の
こ





















































































































































































































































































































































































































































①成都から犍為郡・益州郡などを通り、永昌郡へ至るルート（夜郎道） 。②成都から越嶲郡などを通り、永昌郡へと至るルート（霊関道） 。この二ルートは、現在の雲南省大理白族自治州大理市下関鎮付近 すなわ
ち永昌郡内で合流し、そこからさらに次の二ルートに分岐する。






















に蜀の枸醬を食らわせ、蒙 從りて來る所を問うに 曰く、 「西北に道すれば牂柯なり、牂柯、江廣の數里にして、番禺城下に出づ」と。蒙
、
歸りて長安に至り 蜀の賈人に問うに、賈人曰く、 「獨り蜀より枸醬を出だし、多く持ちて竊かに出でて夜郎に市る。夜郎は 牂柯江に臨み
、
う


















漢武帝元封二年、……司馬相如・韓説初開、得牛・ ・羊屬三十万。漢の武帝の 、初めて開き、牛・馬・羊 屬三十万を得。池中有神馬、或交焉、即生駿駒。俗稱之曰 「滇池駒」 、日行五百里。（滇）池中に神馬有り、或いは交わり、即ち駿駒を生む。俗に之を稱して曰く、 「滇池駒」と、日に五百里を行く。
〔史料
〕 『後漢書』南蛮西南夷列伝32













































































































法に坐して誅せらる。廞、病 て卒 子無く、妻は寡居し、 して




















雖有智者、誰能圖之」 。遂行、過合浦、與良俱進。良を遣わして時と與に南に入るも、而るに徽 命を承けず、擧兵して海口を戍り以て良等を拒む。岱 是に於いて上疏して徽の罪を討つを請い、兵三千人を督して晨夜海 浮かぶ。或いは岱に謂いて曰く、 「徽、累世の恩を藉り、一州の附す所と爲り、未だ易く輕んずべからざるな
か























































また、同伝には、 「今日の交州、名は粗ぼ定むと雖も、尚お高涼の宿賊有 」とあり、実際、 『三国志』巻六〇呉書鍾離牧伝の裴松之注引西
晉・






















び戻された呂岱によってすぐに平定された（ 『三国志』巻四七呉書孫権伝） また、赤烏五年（二四二）には 前漢・元帝が放棄した海南島
へ進
軍し、これを支配下 組み込んだ（ 『三国志』孫権伝） 。赤烏十一年（二四
八）には交阯・九真の二郡で非漢人による大規模な反乱が起きる
も、










































































































張栄芳・周永衛「漢代徐聞与海上交通」 （ 『中山大学学報（社会科学版） 』 二、二〇〇二年） 、王元林「秦漢時期番禺等嶺南港口与内地、













長澤和俊『海のシルクロード』 （中央公論社、一九八九年） 、五八～ 〇頁参照。
11
注
























大姓などと称される南中豪族については、劉小兵「従“夷” ・漢文化的交融看“南中大姓”的形成」 （ 『思想戦線』一九九一―五、一九九
19









































































































ものであり、 『三国志』巻四九呉書士燮伝に「現地に学問 伝えた」とか「王号を称した」という記述を見出すことはできない いう点であ
る。












う評価はあくまでも後世のものであり、中国人研究者らの研究姿勢は問題があると考える。しかし、 『三国志』士燮伝にも見えないそ ような評価がどのよ にして発生 たのかについて検討しないことには、真に士燮という特異な人物を理解したことにはならないだろうと考える。
そこで本章では、数ある士燮像の中から、 「南交学祖」評価に焦点を当





































ばならない。本書はすでに散逸してしまっているが、幸いにして黎文休の按語が現存する諸版本の中に収められている（ 〔史料２〕 ） 。そこ
には
「士王」が時勢をよく推し量ってベトナムに安寧をもたらしたことなどが記され、その功績を讃えている。〔史料３〕 『大越史記全書』士王紀の呉士連の按語


















































































「嶺南華風」と謂うは、士王自り まる。〔史料５〕 ・ 〔史料６〕は、どちらも後黎朝後期にあたる一八世紀 「士王祠」を訪れた官僚が残した碑文である。これらを見ると、呉士連
の
按語に見られた士燮像を継承しつつ、さらに脚色を加え、士燮を高く評価していることが窺える。
































































































































































學、太常選博士四人 元爲第一。……以病去、年老、卒於家。子堅卿、有文章。陳元、字は長孫、蒼梧廣信の人なり 父の欽、 『左氏春秋』を習い 黎陽の に事え、劉歆と同時にして別に自ら家を名のる。王莽、欽に從いて左氏學を受け 欽を以て猒難將軍と爲す 元、少くして父の業を傳え、之が訓詁を爲し、精を鋭くして思いを覃くし、鄕里と通せざるに至る。父の任を以て郞と爲る。建武の初め、元、桓譚・杜林・鄭興と倶に學者の宗とする所と爲る。時に議 『左氏傳』の博士を立てんと欲す。……帝、卒に左氏學を立て、太常は博士四 を選ぶに 元を第
一と爲す。……病を以て去り、年老いて、家に卒す。子の堅卿、文章



























士燮と劉昞の共通点は、 知幾が す通り、僻地 おいて「著述 功」
があったという点であろう。 『隋書』巻三二経籍志一・春秋条 、 「
『春





















































































































































棟材という人物がいたことが確認される。ま 、こ 碑文の周辺には、 「大人廟」や「尚書義学」 いった士燮を祀る廟が建っており、やは
り

























































其産子者、始知種姓。咸曰、 「使我有是子者、任君也」 。多名子爲任。於是徼外蠻夷夜郞等慕義保塞、延遂止罷偵候戍卒。建武の初め、……詔し徴して九眞太守と爲す。光武引見し 馬・雜繒を
賜い、妻子をして洛陽に留めしむ。九眞の俗、射獵を以て業と爲し、






































































③唐代、一首の詩文に教化者の評価が見え始める。おそらくは、嶺南を教化した、錫光・任延の事績が入り交じった 考えられる（ 「交阯型士燮像」のはじまり） 。④儒教偏重が始まる黎聖宗期、呉 連が北宋・太宗期の制書の記述を踏襲
し、 『大越史記全書』において、士燮をベトナムの教化者として記
す（ 「南交学祖 評価のはじまり） 。⑤『大越史記全書』の影響を受け、神話小説集や文学作品 教科書に「南交学祖」評価が受容される。⑥実証主義的歴史叙述の芽生えにより 公定歴史書から「南交学祖」評
価、および歴代君主としての対士燮評価が削除される。ただし、紅河
デルタ地帯においては、知識人や民衆 支持を受けてある程度存続する。さて、本章での検討の副産物として、新たな問題が浮上した。それは、士燮がいつ、どのようにして「士王」というベトナムの歴代君主に据


























































































藤原利一郎 黎朝の科挙―聖宗の科挙制確立まで―」 （同『東南アジア 研究』法蔵館、一九八六年） 四二六～四四一頁参照。
20
注





























































































神、立廟祀之、呼爲士王仙。唐咸通中 高駢破南詔、經過其地、遇一異人。面貌熙怡、霓裳羽衣、遮道相接。高王悦之、延至幕中、與語皆三國時事。出門相送 忽不見。高駢怪問、土人指 陵爲對、嗟呀不已。吟
曰、 「自魏呉初後、于今五百年、唐咸通八載、幸遇士王仙」 」 。陳重
興
元年、敇封「嘉應大王」 。四年 加「善感」二字。興隆二十一年 加「靈武」二字又た按ずるに、 『報極傳』に云う、 「王、攝養を善くす。王薨ぜし後 晉末に至り、凡そ一百六十餘年、林邑入寇し、王陵の冢を掘る。王の
體








して已まず。吟じて曰く、 「魏呉の初め自り後 今は五百年、 の咸通
八載（八六七）にして、幸いに士王仙に遇う」と」と。陳（朝）の重



































































































































































































惑わすを爲 も、其の書文頗る世に行わる」という状態が表す通り、現地住民に広く流布した結果、 自身 完全に昇仙したという説話に
変化
し、それが「士王僊」の形で現れたのではないか 考えられるのである。

















































































































































































































































































































































































































大橋由治「 『異苑』訳注（一） 」 （ 『大東文化大学紀要〈人文科学〉 』三九、二〇〇一年）参照。
12
注
大橋由治「 『異苑』に於ける音声説話―銅器・墓地・山川と太常職―」 （ 『東方宗教』九 、一九九七年）参照。
13
注































































































阿蠻至前。師手摩其頂曰、 「汝以成吾法眷」 。因復告曰、 「此後三年
、








意、假爲阿蠻 請命也。阿蠻至山 遇師於大樹下、具以王命呈白。師起立翹足 不瞬息間 忽然大雨 國人聞之、莫不欽仰。於是王率眾人
、
奉香幣進獻。……其後黑風大作 拔此樹木 洪水漂泛、流入隆邉江 至离樓
城、津涯滯也。聞木中隱然、有音樂之聲、光明照映、香氣芬馥。
州人聞之、以呈告王。王潛伺之、心中感異 力士曳至江邉岸。見其條榦 堅實可愛 意欲取爲材用。而心未決、忽夜夢見一大人。……王寤而徧告羣臣、有獻言曰、 「此木是靈。蓋欲爲神像也耶。因索玎珓、不副
請爲佛像立列」 。於是王召木匠陶嗣亮、截爲四叚、雕佛四軀。於第一
叚
木中獲石塊、匠臨江洗淨、手中不敏、失于江中。今落處獨各佛 淵 及四像分坊、創起禪定・成道・非相・智果四寺、以安置之。 『初慶成』曰、 「未八寺時、遭大亢旱。陰祈寘感、忽然 雨下。因命名曰法雲・法雨・法雷・法電」 及引八寺、三像一時輕轝、獨法雲佛 重不能動。
王

























歷年倦まず。有る時 阿蠻をして獨り徃かせ 旦去り夕還るも 既に笄すれども未だ嫁がずして、居然として孕む 。……胎むこと十四月
、
四月初八日午時を以て、一女子を生む。抱きて八山に將き尋ね 師 至り 其 子を呼びて陀羅子と曰う。師 眾に謂いて曰く、 「諸〻の大なる樹木、孰か能く我の爲に、此の子を懷保せん。即ち心容を開かば 他日必ず能く人天の爲に 誠請を爲し 命 萬年尊重せらるなり」と
。
















り。州人之を聞き、以て王に呈告す。王、潛かに之を伺い 心中異を感じ 力士に命じて曳きて江の邉岸に至らしむ。其の條榦を見、堅實して愛しむ可きなれば 取りて材用と爲すを意欲す。而して心未だ決さ
ずして、忽ち夜に夢み一の大人を見ゆ。……王 寤めて徧く羣臣 告
お
げ、獻言有りて曰く、 「此の木は是れ靈なり 蓋 神像を爲るを欲せんや。因りて玎珓を索し、副らずして佛像を爲りて立ち竝ばせるを請う
ていこう
わ
なり」と。是に於いて王 木匠の陶嗣亮を召し、截 て四叚と爲 、佛
四軀を雕ら む。第一叚の木中より石塊 獲り、匠、江に臨み 洗淨
するも、手中敏ならず、江中に失う。今、落ちし處 獨めて各佛淵に於り 四像坊を分かつに及び、禪定・成道・非相・智果の四寺を創起し
、
以て之を安置す。 『初慶成』に曰く、 「未だ四寺のあらざ し時 い
なる亢旱に遭う。陰祈寘感するや、忽然として大いに雨下る。因りて
命
名して法雲・法雨・法雷・法電と曰う」と。四寺 引くに及び、三像は一時に轝輕けれど 獨り法雲佛 み、重くして動くこと能わざるなり
。
王、匠を召して之を問うや 具に石を得るの由を道る。王 漁人に命じ 水に沒りて之 淵中に求めしむ。光 透射す 有り 驚きて敢えて
かた


























た。その結果、士王は衆人を率 て香や幣を献じ、 れらが山門を埋め尽くすほどとなった。だが 丘陀羅は驕ることなくただ座禅し経を唱
え
てい



















































































































































った文化であり、 「轂を夾みて燒香焚く」という行為は、仏教行事における「行像」 （仏像を車輌に載せ 街を廻る行事）に似たものである
とし










































四方來學者。五月間、夜刻短促、僧徒誦經到鷄鳴時。蠻娘供廚已熟、僧徒誦經未已、未行食粥。蠻娘乃假寐於門廚中、不意忘〈機〉 【饑】熟睡。僧徒誦經罷、各歸本房。蠻娘當門睡 僧闍梨步過蠻娘、蠻娘歆然乃動、胞裡受胎。三四月間、蠻娘有慚色而歸、闍梨亦羞而去。蠻娘行至三岐路江頭寺居之、滿月生一女、尋闍梨還之。夜間、闍梨將女就三岐路、見〈芙蓉〉 【榕】樹枝葉茂盛、有一蠹處深潔。 【闍】梨付與曰、 「
我


























徒の誦經未だ已まず、未だ粥を食い 行けず。蠻娘 乃ち門廚の中 假寐 不意に饑えを忘れて熟睡す。僧徒の誦經罷み、各〻本房に歸る
。




































を入れ、蛮娘には一本の杖を与え、 「旱害 際にこ 杖 地に挿せば 水が湧き出でて民衆はお前を頼るだろう」と言って去った。伽羅闍梨がいう通り の村では旱害が発生し、彼女 杖を地に挿すと、そ
から大いに水が湧きあがったため、民衆は彼女を頼った。蛮娘が齢九
十になった頃のこと、寺の前にガジュマルの倒木が流れ着き、その場を旋回して留まっていた。民衆がこ を伐ろうとも、また引き上げようとも無理だ が、 やすやすとこれを岸まで上げることができた
。そしてこれを用いて職人に四つの仏像を作らせた。見るとかつて

























胡子」と呼ばれたインド人僧 、 『三国遺事』興法第三・阿道基羅条などに登場することから、石井氏はその関連性を指摘 いる。

























































































められていた「法雲仏」説話も、その諸要素から成立過程や作者などの情報をある程度確定するこ が可能であり、また、 「蛮娘伝」と 比
較

































































その５」 （ 『平成一〇年度日本大学理工学部学術講演会論文集』 、
一九九八年） 、大山亜紀子、重枝豊、片桐正夫「北部ベトナム仏

























































































































































編者呉士連は士燮を「ベトナムの教化者」とみな 。この評価の淵源について探ると 『宋史』巻四八八外国四交阯に収録さ ている、雍熙
三




































































































































足らざる」のように、中国王朝の側にそれらを南越 歴史 重ね合わせる発想がすでに存在してい 。そして、李賁や馮盎、李襲志と言った
人
















































小川宏「ヴェトナム仏教史略説」 （山本達郎編『東南アジアの宗 と政治』日本国際問題研究所 六九尾崎康「後漢の交趾刺史について―士燮をめぐる諸勢力―」 （ 『史学』三三―三・四、一九六一年）柿沼陽平『中国古代貨幣経済史研究』 （汲古書院、二〇一一年影山輝國「漢代における災異と政治―宰相の災異責任を中心に―」 （ 『史学雑誌』九〇‐八、 九八一年）
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片桐正夫、ハー・バン・タン、重枝豊、新江利彦、大山亜紀子「北寧省延應寺の伽藍と建築構成について―ヴェトナム仏教寺院の総合研究
その５」 （ 『平成一〇年度日本大学理工学部学術講演会論文集』 、一九九八年）
紙屋正和「前漢時代の郡 国の守・相の支配権の強化について」 （ 『東洋史研究』四一‐二、一九八二年）亀田勝見「 『神仙伝』再検討のために―諸本における仙伝の配
列から見て―」 （ 『中国思想史研究』一九、一九九六年）
川本邦衛『ベトナムの詩と歴史』 （文藝春秋、一九六七年）菊地大「孫氏政権の対外政策について―東アジア地域を中心に―」 （ 『駿台史学』一一六、二〇〇二年）工藤元男「東アジア世界の形成と百越世界―前漢と閩越・南越の関係を中心に―」 （
世紀ＣＥＯアジア地域文化エンハンシング研究センタ21
ー編『地域文化学の発展』 、雄山閣、二〇〇六年）






後藤均平「徴姉妹の反乱」 （中国古 研究会 中国古代史研究』三、吉川弘文館、一九六九年）後藤均平「二世紀の越南」 （ 史苑』三一―二、一九七一年）後藤均平「士燮」 （ 『史苑』三二―一、一九七二年）後藤均平「交州土着刺史―４・５世紀の越南―」 （ 『歴史学研究』三九四、一九七三年）桜井由躬雄「雒田問題の整理 古代紅河デルタ開拓試論―」 （ 『東南アジア研究』一 ‐一、一九七 年）桜井由躬雄「南海交易ネットワークの成立」 （山本達郎編『岩波講座東南 ジア史１
原始東南アジア世界』岩波書店、二〇〇一年）
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嶋尾稔「ベトナム阮朝期初学教育テクストの の国 ・国史―『啓童説約』の検討 山本正身編『アジアにおける「知の伝達」の伝統と系
譜』慶應義塾大学出版会、二〇一二年）



























ファン・ゴク・リエン監修 ベトナムの歴史―ベトナム中学校歴史教科書』 （明石書店、二〇〇八年）福井康順『東洋思想の研究』 「神仙伝考」 （理想社、一九五五年）福井康順「牟子の研究」 （同『福井康順著作集第一巻
道教の基礎的研究』 、法蔵館、一九八七年）
藤島範孝「古西南シルクロードについて」 （ 『駒沢大学北海道教養部研究紀要』三〇、一九九五年）藤原利一郎「黎朝の科挙―聖宗の科挙制確立まで―」 （同『東南アジア史 研究』法蔵館、一九八六年）保科季子「漢儒の外交構想―「夷狄不臣」論を中心に」 （夫馬進編『中
国東アジア外交交流史の研究』 、京都大学学術出版会、二〇〇七年）




宮川尚志「三国の分立と交州の地位」 （ 『東洋史研究』七―二・三、一九四二年）宮本一夫、俵寛司「ベトナム漢墓ヤンセ資料の再検討」 （ 『国立歴史民俗博物館研究報告』九七、二〇〇二年）村井章介『境界史の構想』 （敬文舎、二〇一四年）森章司「釈尊の出家・成道・入滅年齢と誕生・出家・成道・入滅の月・日」 （ 『中央学術 所紀要モノグラフ篇』一、一九九七年）山内晉卿「 『牟子』に就て」 （ 『六条学報』九一、一九〇九年）山内晉卿「安南史上の一政権としての士燮」 （ 『史淵』 一、一九三五年）山本達郎「越史略と大越史記」 （ 『東洋学報』三二―四、 九五〇年）吉開将人「南越史の研究」 （東京大学博士論文、二〇〇一年）吉開将人「歴史世界としての嶺南・北部ベトナム―そ 可能性 課題―」 （ 『東南アジア―歴史と文化―』三一、 〇〇二年）吉川忠夫「抱朴子の （下） 」 （ 『史林』四七、一九六四年）羅二虎著・木田知生訳「漢晋時期の中国“西南シルクロード” （漢晋時期的中国“西南絲調之路” 」 （龍谷大学仏教文化研究所紀要』三三
、一
九九四年）
渡瀬正忠「漢代に於ける交州なる呼稱の起源に就て 『東洋 研究』一 一九四三二
中国語文献（五十音順）
雲南博物館編『雲南晋寧石寨山古墓群発掘報告』 （文物出版社、一九五九年）雲南省博物館「雲南江川李家山古墓群発掘報告」 （ 『考古学報』一九七五―二、一九七五年）王元林「秦漢時期番禺等嶺 港口与内地、海上交通的関係」 （ 『中国古都研究』 三、二〇〇七年）
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郭振鐸・張笑梅『越南通史』 （中国人民大学出版社、二〇〇二年）邱普艶・李新平「士燮与儒学在交趾的伝播」 （ 『
平頂山学院学報』二〇―六、二〇〇五年）
喬好勤「嶺南儒学的興起及其着述」 （ 『図書館論壇』二六―六、二 〇六年）桂光華「関于占婆建国時間的両種看法浅析」 （一九八四―四、一九八四年）黄展岳『南越国考古学研究』 （中国社会科学出版社、二〇一五年）顧頡剛「両漢州制考」 （ 『慶祝蔡元培先生六十五歳論文集』下冊、歴史語言研究所集刊外編、一九三五年）胡守為『嶺南古史（修訂本） 』 （広東人民出版社、二〇一四年）胡適「論《牟子理惑論》―寄周叔迦先生」 （同『胡適論学近著』 商務院書館 三五呉松弟「両漢時期徐聞港的重要地位和崛起原因―従嶺南的早期開発
与歴史地理角度探討」 （ 『嶺南文史』二〇〇二―二、二〇〇二年）
国家民政部・復旦大学歴史地理研究中心編『中国古今地名大詞典』 （上海辞書出版社 二〇〇五年）謝崇安「略論百越民族及其后裔的葛織工芸」 （ 『貴州民族研究』三三―四、二〇一二年）周世栄・龍福廷「従“龍川長印”的出土再談漢初長沙国的南方辺界」 （ 『考古 九九七 第九期）蒋君章「士燮対交州的貢献―対越南政治文化最有貢献的漢官」 （同『越 論叢 、中央 物供応 一九六〇任明華『越南漢文小説研究』 （上海古籍出版社、二〇一〇年）孫暁主編『大 史記全書
標点校勘本』一（西南師範大学出版社、二〇一五年）
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楊勇「浅析儒学在越南興盛的原因」 （ 紅河学院学報』二〇一一―三 一一余天熾「南越国的官制沿革初探」 （ 『学術研究』一九八六年第三期李玉洋「尋蹤士燮」 （ 『春秋』二〇一二―四、二〇一二年）劉春銀・王小盾・陳義主編『越南 喃文獻目録提要』 （中央研究院中国文哲研究所、二〇 二年）劉春銀・林慶彰・陳義主編『越南漢喃文獻目録提要補遺 上・下） 』 （
中央研究院人文社会科学研究中心亜太研究専題中心、二〇〇四年）
劉小兵「従“夷” ・漢文化的交融看“南中大姓” 形
成」 （ 『思想戦線』一九九一―五、一九九一年）
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